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で 第１５号１９８９．３厘二二＝、
教養部教授福田眞久芭蕉と読書
本年は松尾芭蕉が｢奥の細道｣(元禄２年く1689>）
の旅をしてから300年目に当る｡東北の各地で芭蕉
を|忌んで俳句大会や、山形市では世界俳句大会が
開かれる予定だ。私の友人であるアメリカ俳句協
会会長夫妻（ニューヨーワ在住．米国人）も来日
するだろう。
ところで、芭蕉の江戸時代の出版状況はどうだ
っだったか。
江戸時代|こ入ると、Ｅ､刷技術の開拓によるマス
メディアの発達、書店出版元の整備拡大、町人の
意識向上による読者（享受者）の要求などにより、
出版文化の隆盛がみられた。有名な古典作品のほ
か、小説類（仮名草子･浮世草子･酒落本･読本．
滑稽本・人|胄本）・和歌俳詰．国学．浄瑠璃．歌舞
伎．狂歌川柳など、各種の実用書、名所|日跡の案
内書などが出版され、出版ブームがもたらされた。
町人達はこれらの書物を購入して、その知的要
求を満足させ、町人文化を形成した。
芭蕉が座右|こおいた新読書は、「嵯峨日記｣'ご自
ら書＜ところによると、白氏文集．本朝一人一首、
世継物語（大鏡）･源氏物語.十佐Ｆ１記.松葉集(名
所案内薑）などである。もちろんこの他にも日本
や中国の古典文学を読んでいたことは、その紀行
文や作品に現われた影響からもわかる。
何事によらず、一道を完成するには先人の思想
や文学をよく理解し、そのＩＤを継承することが大
切である。
芭蕉がその没後295年経つ会も、これだけ、全国
民の尊敬を受けているのは、その人間性の真実、
蕉風確立のたゆまざる努力、旅から旅への漂泊の
人生などによる。その(蔓れた紀行文・Ｉ非文・俳詰
から、多くの人々は人生を学び、眼を洗われ、心
を豊かにすることができる。
芭蕉の活躍した元禄時代は、江戸幕府の政治も
安定し、出版も盛んになり、江戸文化と上方文化
とか花咲いた。時代は違っても、会日の活況と共
通する面がある。
会日の'|胃報舅は膨大になっているが、コンピュ
ーターを利用する方向に進んでいる。私の専攻す
る分野でも、氏名を押すと著書や論文が一覧でき
るのはもちろんのこと、件名を押すと関係文献が
一覧できるようになるだろう。旱＜□－マ字のカ
ードを引くイライラから解放されたいものだ。
芭蕉の時代に、もしコンピューターがあったら、
大いに利用したい|こ違いない。
なお、芭蕉の最後の句は「旅に病んで夢は柘
野をかけ廻る」（元禄７年10月８日）ではな
い。翌９日の改作句「濤滝や波に散り込青松
葉」だ。この句|こは死に臨んでの清澄なＩＤ境
が認められ、一種の諦念がある。詳しくは国
土舘大学新閏297号.298号、及び拙薑「芭蕉
の自我と救い｣｢松尾芭蕉論』｢芭蕉のこころ」
を見られたい。
しよういん15号(1989ｓ）１
近代文学と図書館という 問題に対するひそかな願い二
文学部教授山本昌一
もとより百万円の本を買えというのでは絶対にな
い。研究者の必要によって、研究者の要望にいさ
さかなりと応えられるような図書館の態勢があれ
ばいいなと思うからなのだ。
以前私が見聞した、地方の山中にある公立大学
などのように、学生が図書館の本と手持ちの本に
たよるしかない場合とちがって、本学を含めて東
京の大学はさまざまな図書館、公共施設を利用す
ることが可能である。本を注文して何週間も待ち、
そのうち熱意が薄れてしまうような苛立たしい思
いもなく、読む気lこなればすぐにでも読むことの
できる学生にはほどほどの墓本的文献が揃ってい
ればよいと考えられる。私も学生時代指導教授か
ら「本探しも勉強のうち」とよく言われたもので、
それが東京では可能なのだ。しかし現在本学の学
生のための墓本的な文献は図書館の万々が目力し
て下さっているけれども充分だとはいえない。全
集、選集、あるいは研究薑などで入れてほしいと
思われるものがまだまだある。そこで大学図書館
が近代文学研究のだめにだけあるのではないとい
うことを承知の上で、私の小さな（？）のぞみを
､､､､
いうなら、学生用の図書とともに（あるいは/｣}声
､､､、､
で本音を＝えばそれ以上|こ）近代文学の文学薑、
雑誌をそろえてほしいと思うのである。それがダ
メならせめて文学関|系の復刻版はすべて使えるよ
うにしていただきたいと希望するのである。
信じられない人もおられるかもしれないが、つ
い最近島11奇藤村の「若菜案」の初版本が百二＋万
円で売れたという話をきいた。もちろんこれは極
美本で会全く見ることのないカバー付というもの
だが、そうし左高価な古本が売れて行く時代にな
った証拠でもある。ゴッホが何億円ということか
らすれば当然ということにもなるわけだ。実は現
在近代文学の本のだぐいが大変値上りをしていて
部外者の人達にはまさかという状況があるからで、
そうした例は『若菜集」だけでなく、他|こも沢山
あり、古雑誌の値上りは恐ろしいほどである。明
治三＋年代に出た時の雑誌のｒ白鳩」が－冊欠け
の三冊で二十八万円で売られ、これも買った人を
私は実際に見ている。
なぜこんな話をするかといえば、近代文学研究
も昔とちがって実物志向が全般的なものとなり、
､､、、､､､､､
学生ではなく研究者としての教員のがわからす71Ｔ
ば、より高価な本や雑誌を出来うるかぎり購入し
てほしいと念するからなのである。本が高くなる
のは骨董趣味として買いこむ人もあるためかもし
れないけれども、実は本そのものの価値が高くな
っているからであり、理工関係の本で何＋年前の
古本を買いあさる人は学説史とか歴史的な研究を
する人以外にあまりないであろう。それに対して
文学の万は古くてすぐれたものはそれこそ古くな
ればなるほど価ｌＥがあがることになるのである。
士
２しよういん15二(1989ｓ）
｢大学生活と図書館」
法学部法律学科四年岡田直也
四年間の大学生活の中で、学生にとって、図薑
館とはどういった存在だろうか。自分は、この四
年間が、好きな本を好きな時に読むことができ、
まだ、そういった本に多く接することのできる最
後の機会ではないかと思う。なぜなら、大学を卒
業して社会に出て行けば、時間もそう自由に使う
ことはできなくなるし、そういった意味で、自分
の好きなように時間を使えるこの時期こそ、本当
に大切|こすべきだと思う。このように考えると、
図書館の存在は、自分たちにとって非常|こ大きい
と思う。
次に自分自身のことを述べると、－、二年のこ
ろは、正直いってあまり図書館を利用しなかった
と思う。図書館へ行っても、新聞を読むくらいだ
った。そして、本格的に図書館を利用するように
なったのは、三年のころからだった。ゼミも本格
的になり、レポート提出が増え、参考|こなる本を
探そうと、それまでよりも足を運ぶようになった。
あとは、空き時閨などに新聞を読んだり、雑言itiを
貝たりといった具合で、十分に利用していたとは
いえないかもしれない。
それから、利用の仕方はともかく、四年間図書
館を利用していて感じたことがある。とくに世田
谷の図書館だけど、もっと、「どんと目立つ所にあ
ればいいの|こと思う。」学生にとっては、FZl薑館
がどこにあるのかわかりすらいような気もする。
校舎の下ではなく、窓を開ければ、遠くに景色が
広がる感じがいい。これらは、難しい問題かもし
れないけど、いつかこのような図書館になって行
けばいいなあと思う。
最後に、とにかく、図書館へ行って新聞を読む
のでもいい、雑誌を見るのでもいい、まだ、考え
事をするのでもいいから、一度、自分の所の図書
館がどうなっているのか覗いてみてほしい。そこ
で何かをみつけることができるかもしれない。
私の鐺絢尋この－閥
｢健康づくりの基礎｣－予防医学の立場から－
小山内博著労働科学研究所出版部 体育学部助教授渡辺剛
改善|こ関する研究、及び企業での健康管理などに
早くから取り組み、その有用|生を世に紹介してき
た。
本薑はその集大成として、分かりやすくまとめ
られたものである。記載の中には従来の常識と異
なる点もかなり有るが、昔の人々の生活や動物の
生活と対比して、読むと－層理解しやすく、病気
の予防に何をしなければならないかが解る。
本薑は、これから社会体育あるいは健康体力づ
くりの指導者を巨指す体育学部の学生のみならず、
|建康問題に興味のある著者の予防医学に対する'盾
がにじみ出た書である。
｜建康の問題は、｜固人だけではなく周囲の人達に
も大きな影響があって、社会全体の問題として取
り上げられるべきものである。出来れば死の前日
まで、自分の身の回りの事ぐらいは出来る状態で
過ごすように願って、その努力を行うことは、（固
人の社会的責任でもあろう。そのような考え方に
だって、著者が予防医学の立場から最近問題にな
っている、成人病である癌、脳卒中、ＩＤ臓病、糖
尿病を中ｌＵに、その成立過程と予防対策について
述べている。従来から著者らが行ってきた癌抑制
についての動物実験、腰痛と頸戸腕症候群|こ関す
る調査研究、盲、'千淀の身体トレーニングによる
しよういん15号(1989.ｓ）３
充実した知識の宝庫
~ジョージタウン大学の図書館の例一
政経学部助教授池田＋吾
図書館は大学にとって｢頭脳であり知識の宝｣菫」
であることは、洋の東西を問わない。それだけに、
図薑館は大学のシンボルとして、建物にも工夫を
凝らして重厚なものになっている。
著者は、1986年８月から１年間、米国のジョー
ジタウン大学大学院にて学ぶ機会があり、図髻舘
に関する見問を簡潔に述べたい。
１千万坪のキャンパスの一角を占め、ポトマッ
ワ川|こ面した最良の環境にある図書館は、ラウイ
ンガー・ライブラリー（LauingerLibrary）
と命名され、資産家である卒業生の寄贈によって
建築されたものであると＝われている。その特徴
は、利用者|こ全てを|蔓先して作られている。
具体的に①利用時間は、月曜から金曜までは朝
８時から深夜３時まで、土曜が朝10時から夜10時
まで、日曜は朝10時から夕５時までオープンし、
|木館は建国記念とワリマスを含めた数日のみであ
る。②利用者は学生のみならず、市民又は国籍の
有無は問われない。世界各国からのリサーチヤー
や他大学の学生にも門戸を開放している。⑧閲覧
室はインデックス別|こソフト化され、探したい本
はコンピューターに接続され、キーワートミ|こよっ
てその本の所在が確認される。④３階には広々と
したリーディング・ルームがあり、まだ各フ□ア
ーにも小さなリーディング・ルームやスターデ
ィ・ルームがあり、リラッワスして読薑や調査が
できる配慮が施されている。⑤薑|軍に直接入り、
自的の本を探し出し、各フ□アーに設けられたコ
ピー機でもって、－枚10セントでゼ□ツワスでき
る。まだ、資料としてポピュラーな本は、２～５
冊が用意されて利用に欠かせないよう|こしている。
さらに、数ケ国語の本も所蔵し、留学生の要望に
応じて、マイワ□フイルム化されたものも数多く
そろえている｡又貸出しは、|、カード－つで簡単
にできる。◎職員には各々専門化を配置して、彼
らは研究と調査の相談に応じることができるよう
Ｐｈ.，．（博士号）をもっている。
更に各学部にも、規模は小さいが寶菫な専門薑
やコレクションを持った図薑館があり、講義の合
閂に調べることができるし、休息もリラツワスで
きる充分な設備が整っている。
図薑館は、まさに「知の創造（createthe
wisdom)」である。
４しよういん15=(1989ｓ）
修道院と図書館
政経学部助教授山崎弘之
仏教の寺とキリストの寺院の相違は、後者が多
くの蔵薑を有していることが理由の－つにあげら
れる。図書館や大学の歴史を述べるときには、ど
うしても後者の修道院の修道士の活動を考えねば
ならない。
修道士の活動は、教育、牧畜、農耕、医療、社
会福祉など多岐に渡っていたが、その中で図薑館
の発展に貢献した写本事業があげられる。１２～１３
世紀の写本事業は、聖書を写本することが神に対
する最も重要な奉仕とされていた。修道院には、
かならず写本室（scrlptorium）があり、写本
製作がＩ|胄熱的|こ行なわれた。その中でイギリスの
キヤンタベリー、グラム、ウィンチェスター、セ
ント・オーバンズ等の修道院の写本製作が有名で
ある。
１４世紀末ごろには、宗教書に限らず古典などが
写され、数多くの本が幾世代lこわたり製作された。
たとえばオッワスフォードのボドリー（BOd-
leian）図書館にあるヴァーノン（Vernon）写
本、大英図薑館所蔵のシメオン（Simeon）写本
は、宗教、世俗作品の－大コレクションである。
こうして１５世紀の活版印刷ができるまで、修道士
の活動|こよって図書館の充実がはかられたと言っ
てよい。
ではなぜこのような写本事業が、修道院の奉仕
となったのであろうか。そして図薑館の萌芽が、
修道院|こ現われたのであろうか。それは、西洋文
化の原点一ギリシヤ哲学とキリスト教との合流に
求められよう。それを凝縮するならば、ギリシヤ
の□ゴスとキリスト教の信仰による主意'|生である。
つまり□ゴスは、＝葉であり、理性、論理である。
□ゴスは、人間に共有される正しい道筋という意
味をもち、この文書が、より多くの人々|こそして
後世に|云えねばならないものと受けとられた。こ
の万人|こ向けられる能動的写本製作は、まさにロ
ゴスとキリスト教の主意性の世界から出たもので
あり、この世界から図書館が生まれたと＝えるだ
ろう。
日本の国会図書館のTF両玄関を入り、閲覧図書
受付の上に「真理は汝を自由する」とギリシヤ語
で書かれている。これは聖書の言葉であって､｢本
は皆さんを□ゴスの世界に導きます」といってい
る。
しよういＭ5号(1989ｓ）５
利用者とカウンター
図書館へ入って、最初に目につくものがカウン
ターです。当図臺館では、気軽|こ話しかけられる
よう、態度や＝葉遣い|こはとくに気をつけていま
すが、皆さんの印象はどうだったでしょうか。
カウンターは図薑館の顔であるとともに、サー
ビスをうける窓□でもあります。図書館がおこな
っているサービスには、図書を|昔りたり雑誌・新
聞を閲覧するだけでなく、薑料をコピーしたり、
当館にない図書は、利用者から希望を受けて蔵書
として入れたりします。
調べものをしていて、どうしたらよいか悩んだ
ことがありませんか。あるテーマに関する資料に
はどんなものがあるか、自分'ことって読む価値が
あるか、資料の内容を概略知りたい。まだ、その
テーマ|こついての研究には、最近どのような傾向
があるか、といった要求も起きてくると思います。
このようなときに、強力な相談相手となるのがカ
ンウターの係員です。
カウンターか、当館で所蔵している薑料や図書
館の機能を利用者に直接提|共する窓□であること
は自明のことですが、まだ、全国の図書館や研究
機関その他が所蔵している資料を利用する窓□に
もなっています。
図書館は１館単独でサービスするところではな
く、図書館と口書館とか組織をつくり、ネットワ
ーワを通して'|胄報を得、欠けた資料を互いに補い
合っています。
当館には40万冊以上もの蔵書がありますし、学
生の皆さんが必要すると資料を精選して受入れて
いますから、必要とされる資料はだいたい揃って
いると思います。しかし、洪水のように出版され
る総臺から見れば、これでも所蔵率は数パーセン
トにしか過ぎませんし、多様な皆さんの要求に応
えていくには、なおさら他館の蔵書を利用させて
舅わればならない場合が生じてくると思います。
そこで、購入できない資料は、所蔵している図
書館を探し出して借用を申し込んだり、Lu要部分
をコピーで取り寄せたり、紹介状を発行して、他
館へ行って直接利用して舅ったりもしています。
図書館は、記録された知的文化財を収集･整理・
保存して利用|こ供する社会機関である、と言われ
ています。ひらたく言えば、資料の提供を通して
サービスする所ですが、利用者が図書館借用を求
めてくるものは資料とは限りません。鋏・糊・ホ
ッチキス・ボールペン・メモ用紙等、干差万制で
す。図書館には、頼みやすい雰囲気があるのかも
知れません。兎も角、書き物|こ関係ある物は、皆
さんの要望になるべく添うようにしています。
困ったときに、まだ、困らないときは遊びに行
く所が図書館です。調査とか勉強といった、目的
をもった利用の仕方よりも、古会東西の知恵と'|胄
報が密集した場所で、出会いと知的刺激を求めて
過ごした青舂のひとときの万が、皆さんに将来大
きな果実をもたらしてくれるかも知れません。
図書館員渡辺美好
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